
「災害対策における組織連携と人材育成」

活動報告 宇部市の取組

山口県宇部市健康増進課

保健師 古林 里美



山口県宇部市のプロフィール ・「緑と花と彫刻のまち宇部」
・歴史のある彫刻展と街中に彫刻が点在

・人口は157,508人、高齢化率33.9％
（令和６年４月１日現在）

・山口県の南西部に位置、南に瀬戸内海

・瀬戸内海式気候、温暖、雨が比較的少
ない

・市街地に空港があり、東京（羽田）まで
９０分でアクセス

イメージキャラクター
のチョーコクン ときわ公園の彫刻 2



保健福祉専門職の配置状況

宇部市の保健福祉専門職
４８名（R6）７部署に分散配置
・保健師 ３９名
・看護師 １名
・作業療法士 １名
・社会福祉士 ４名
・管理栄養士 ３名

災害時

「宇部市災害時保健
活動マニュアル」に基
づき活動：所属部署
を超えた班体制

２０２１年４月第１版作成

（以降は専門職と表記）
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健康増進課長

統括保健師（現

時点健康増進課長）

１名

指示

防災危機管理課
（総務部）

地域福祉課
（健康福祉部）

健康福祉部長

専門職一元化の
判断

3つの班

大規模災害時の体制

協議

指示

災害発生

連絡

災害対策本部

指示・連絡情報分析・指示班
３名 4



医療班
3名

健康管理班
29名

検病調査班
3名

班長 班長 班長 班長

班員 班員班員班員

避難所担当 自宅等外部担当

医療救護所の支援
医療ニーズの把握・確認

避難所や自宅避難者への
健康支援、保健指導、衛
生管理等

被災地の検病調査・
健康診断等

実働部隊の３つの班

宇部市医師会
県との連携 5



地域福祉課

統括保健師

避難拠点要員

大規模外災害時の体制

専門職派遣の
相談・派遣希望
「要配慮者状況
連絡票」

指示担当リーダー①

派遣指示

指示担当リーダー② 指示担当リーダー③

現場担当班長A 現場担当班長B 現場担当班長C

班員 班員 班員

８時間毎に勤務交替

避難所開設と同時に班体制で待機開始
災害発生

健康福祉部
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• 災害発生時の体制づくりや災害時保健活動マニュアルの点検

（連絡体制毎年更新）

• 庁内の連携・協働体制

• 災害時保健活動に特化した研修の開催

• 災害保健活動に必要な物品の定期的な整備（８拠点に配置）

平時からの組織内の備え
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自己研鑽

職場内研修

（OJT）

①心理的安全性を高め、共に育つ環境づ
くり
②職場内教育担当者・総合調整者の配置
③職場内事例検討会等の開催
④実習指導による現任教育の人材育成

職場外研修

（OFF-JT）

①業務別研修
②専門職機能別研修
③平時の保健活動及び研修
④学会発表等

基本的能力の確実な習得と将
来のキャリアの明確化

宇部市の人材育成体系

宇部市保健福祉専門職人材育成
ガイドラインから抜粋
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9

情報分析・指示班 段ボールベッド組立

必要物品の点検

健康管理班

災害時保健活動訓練の様子

ロールプレイ

非常食の試食



能登半島地震災害派遣報告会

R６年６月２７日「地域保健事業実践研修～災害時保健活動～」での報告会の様子
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地区担当制を活かした平時の活動

• 地区キーパーソンの把握や地区組織との連携

• 平時の防災・減災活動の普及啓発

• 地域と協働した防災訓練の実施

• 保健活動を通じた避難行動要支援者の把握と

個別避難計画の作成支援の協力
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災害派遣を経験して

• 専門職の基本的な能力（対人支援、地域支援）や

チームワーク、メンバーシップ、協調性の重要性

• 指示待ちではなく、専門職の役割の中で目的を理解

し、自立した活動が求められる

• ケア能力や質の向上を目的としたスキルアップ研修

や自己研鑽の必要性 （感染症対策、フレイル予防、エ

コノミー症候群、口腔ケア、メンタルヘルス・・・・）
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今後の課題

• 受援体制の整備

• 非常時の優先業務（事業継続計画BCP）の

共有

• 関係機関との連携・強化（医師会、歯科医

師会、薬剤師会、県）

• 災害時保健活動に関する研修体系の整備
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ご清聴ありがとうございました。

山口県派遣チームが派遣期間中にリレー方式で遺したメッセージ


